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表面セミナー

表面の電子状態 - 2光子光電子分光による励起状態の研究

講師 木下 郁雄 (東京理科大学)

世話人 西村 博人 (北陸先端科学技術大学院大学)

講義の内容

1.はじめに

1-1 表面の電子励起状態

_金屑表面の鏡像準位とは

_半導体表面の励起状態とは

1-2 表面化学反応と励起状態

_金属表面に吸着した分子の励起状態とは

_⊥光化学反応における励起状態の役割について

2.2光子光電子分光

2-1 2光子光電子分光法

_2光子光電子分光法と逆光電子分光法の比較

2-2 測定法

2-2-1 光源

_波長可変レーザー､超短パルスレーザーについて

_入射光の偏光と選択的光電子放出

2-2-2 光電子の検出

_静電型エネルギー分析器

_飛行時間型エネルギー分析器

_検出方法と周辺機器について

2-3 2光子光電子放出

2-3-1 光電子のエネルギーの波長依存性

_入射光のphotonenergyに対する光電子のエネルギー

_始状態と中間状態のエネルギーの決定

2-3-2 光電子の強度の波長依存性

_共鳴励起と光電子放出について
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2-4 測定例

2-4-1 金属清浄表面の鏡像準位の測定

_Ag､Cu､Niの(111)､(100)面の鏡像準位の測定

2-4-2 半導体表面での時間分解2光子光電子分光

一半導体表面の励起電子の動的挙動

2-4-3 励起状態の寿命の測定

フェムト秒レーザーを用いた鏡像準位の励起状態の寿命の測定

2-4-4 吸着表面の励起準位の測定

_吸着表面の鏡像準位と局所的仕事関数

_cu(111)に吸着したNOからの2光子光電子放出

3.表面研究の今後

本講演では､上記の通り､2光子光電子分光を用いた表面の電子励起状態の研究に

ついて解説します｡2光子光電子分光に関する最近までの論文のリストを下記に掲載

しました｡あらかじめ数編の論文を読んでおくと理解の助けになると思います｡"秦

面研究の今後"では､セミナーに出席して頂いた方々と､広く表面研究のこれからの

方向について､活発に議論を交えたいと思っています｡
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